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       それは、一般的

にはグランド・ノイ

ズのためです *。電

子技術者たちの間

の言い伝えによる

と、「グランド」と

は善良な信号が亡

くなったときに行

く場所です。要す

るにゼロ・インピー

ダンスの一種で、

ゼロ電位の万能薬

として至るところ

に三角形　 やぶら下がり虫 　のような記号を目にす

るわけです。現実のグランドには有限のインピーダン

スがあるため、2 つのグランド・ポイント間を流れる

電流によって電位差（PD）が生じます。高精度の回

路（場合によっては高精度でなくても）では、この

PD によって誤差が発生することがあります。このグ

ランド電流は回路の入力または出力接続からのリター

ン電流であったり、あるいは近くにあるシステムの電

流がその回路の接地線を流れてしまうことがあります。

グランド・ノイズの影響を最小限に抑えるための主な

戦略は 3 つあります。1）グランド・インピーダンス

を最小限に抑えること、2）高感度回路のグランドを

大きい（あるいはノイズの多い）電流から絶縁すること、

3）差動信号伝送を使用して信号をグランド・ノイズ

から絶縁することです。

1）室温の超伝導体は発明済みで、そのうちの 1 つが

銅導線だと考えているような設計者がいます。グラン

ド・パターン配線の幅がわずか数ミルで、ばく大な規

模の電圧降下が生じてしまうような PC ボード設計も

あります。グランド・インピーダンスを最小限に抑え

るには、グランドにできるだけ幅の広い PC パターン

配線を使用し、できればグランド・プレーンと呼ばれ

る切れ目のない連続的な銅のレイヤを用意します。

2）高感度回路と大電流を消費する回路のグランドを

別々に設ける方法が役に立ちます。別々に作ったグラ

ンド回路は接続し

なければなりませ

んが、そのために

一般に「スター結

線」と呼ばれるシ

ングル・ポイント

を電源の近くに設

けます。ここで 2

つのグランドが一

緒になり、共通の

基準電位ができま

す。ミックスド・シ

グナル・システム

のほとんどでは、アナログ・グランドとデジタル・グ

ランドをこのように分離します。このようにした場合は、

すべての A/D コンバータ（ADC）と D/A コンバータ

（DAC）の AGND ピンと DGND ピンをアナログ・シ

ステムのグランドに接地します。

3）接地されていない 2 本の信号線とリターン線を用

いて差動で信号を送信する場合は、グランド・ノイズ

がその信号の品質に影響を与えることはほとんどあり

ません。ただし、コモン・モード・ノイズのためにい

くぶん悪影響が出ることがあります。

実を言うと、グランド・ノイズこそはグランドホッグ

デーにパンクサトーニーのフィル（有名なグランド

ホッグ）の目を覚まさせるものなのです。氷は液体の

水よりも優れた絶縁体ですが、フィルの穴の周りの氷

が溶け始めると、グランドの電流が流れ出し、小さな

ベルが鳴ってフィルを起こすのです。

* デバイス・ノイズやオフセットもしばしばその原因となります。

グランド・ノイズの詳細については、
下記Webサイトをご覧ください。
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グランド・ノイズとグランドホッグ 
̶ 電子技術者たちの民間伝承 
      アナログ入力がグランディング（接地）されているのに、
なぜ出力でもグランドが必要なのでしょうか？


